
５．予防接種と薬

（１）予防接種について

＜入国に際して必要とされる予防接種はありません。＞

・必要な予防接種

◎ 強く ○ できれば △ 感染危険地帯・医療過疎地旅行時

成人：◎破傷風、◎A型肝炎、◎B型肝炎、○日本脳炎、○腸チフス、△狂犬病

○ＭＭＲ（麻疹、流行性耳下腺炎、風疹、３０才前後で免疫の低下した人が多い）

小児：

日本の定期接種

◎DPT［ジフテリア・百日せき・破傷風］、◎ポリオ、◎ 麻疹［はしか］

◎風疹、◎日本脳炎、◎BCG

日本の任意接種：

◎A型肝炎（米国では１才から、日本では１６才から）、◎B型肝炎、◎水痘

○HIb ○流行性耳下腺炎、○インフルエンザ、○腸チフス、△狂犬病、

△肺炎球菌

狂犬病ワクチンは、予防注射を３回受けていても、犬に噛まれたら、再度病院を受診し注射

（3-4回）を受けて下さい。事前に予防接種を受けていない場合には、犬等に咬まれて24時

間以内に血清かワクチン接種が必要です。その後、6回の注射または、血清治療が必要です。

詳しくは、保健所か医療機関に相談してください。

（２）現地の小児定期予防接種一覧〔カンボジア人〕

初回 2回目 3回目 4回目

BCG 出生直後

ポリオ（経口）

DTP，Hib
生後 6週 生後 10週 生後 14週

MMR 9ヶ月

B型肝炎 出生直後 生後 6週 生後 10週 生後 14週

＜注＞Hib ： インフルエンザ菌 b型、MMR ：麻疹、流行性耳下腺炎、風疹

・現地校に入学・入園する際に必要な予防接種・接種証明はありません。

インターナショナルスクールでは、親が記載する予防接種記録の提出が必要な場合があ

り、未実施の場合には接種を勧められることがあります。



＜注＞予防接種に関する詳細、Ｑ＆Ａは、

http://www.wakutin.or.jp 社団法人細菌製剤協会 で確認して下さい。

日本脳炎ワクチンは外国では手に入りにくく高額です。

その他のワクチンは、ホームページ記載のプライベートクリニックで接種可能です。

（２）薬について

町中の薬局では、痛み止め、下痢止め、抗生物質、胃腸薬などほとんどの薬を処方箋

なしで買うことができますが、偽物の薬も混ざっていることがあります。

また、現地の薬は、日本の 2 倍以上の容量があることが多く、その分副作用も強く、剤

型も大きくて飲みにくいです。

・比較的安心できる薬局

PHARMACIE DE LA GARE

No.81 Blvd. Preah Monivong Phnom Penh （旧鉄道の中央駅前広場角）

Tel:+855-23-430205 Tel:+855-12-805908

・どのような薬を持参すると便利か

普段使用している常備薬、総合感冒薬、下痢止め、解熱鎮痛薬、うがい薬

湿布薬、下痢をした時に飲むスポーツドリンクの粉末、など。

（なお、最近は、ポカリスエットのボトルがスーパーで買えるようになりました。）


